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優秀賞

　介護の技能実習生って何が一番大変ですか？

とよく聞かれます。日本語だと思う人が多いか

もしれないが、私の答えは心からの言葉です。

何故かというと、言葉って生きていて、人の心

と連動して、優しさを運んでくれたり、ご飯を

食べたくない人に完食までさせたりするので

す。まるで魔法使いのようです。

　私が担当しているエリアにはお煎餅が大好き

なＡ様がいます。彼は他の利用者様と違って無

口で他の利用者様とあまりお喋りをしません。

初めてＡ様の食事を介助する時に、私はとても

緊張しました。まず教科書の通り、体調の確認

や食事の準備を慎重に済ませました。Ａ様に

「先に何を食べたいですか？」と聞いたら、な

んと「何も食べたくない」と言われました。い

くら勧めてもＡ様は目と口も頑固に閉じて一口

も食べてくれませんでした。 ３時のおやつの時

間に笑顔でお煎餅を召し上がっているＡ様とま

るで別人のようです。自分の無力さに悔しいで

す。

　Ａ様のことを指導員に報告しました。「あま

り気にしないで、彼はいつもあまり食べない、

完食したことはないよ。」…でもこのままで終

わらせたくない。Ａ様は英語が得意という情報

を先輩から聞きました。私も英語が好きなの

で、役に立つかもしれないと思って、再度Ａ様

の食事介助に挑戦しました。「グッドモーニン

グ！Ａさん！今日も宜しくお願いします！」Ａ

様は目を開けて、チラッと私を見て、何も言い

ませんでした。私は続けて「マイ　イングリッ

シュ　イズ　ノット　ベリーウュル、バット　

ユー　キャン　スピーク　イングリッシュ　

ウィズ　ミー」と言いました。また無視される

かと思いきや、Ａ様は「OK」と返事してくれ

ました。Ａ様は私に喋り始めました。すごく嬉

しいです。そして、私は改めてＡ様に挨拶をし

ました。「介護福祉士と看護師を目指して来日

しました技能実習生劉と申します。これから宜

しくお願いします。Ａ様、ご飯も一緒に頑張り

ましょう！」想定外に今度Ａ様はご飯、おか

ず、味噌汁まで全部食べました。Ａ様の食事記

録を記入する時に私はあまりにも嬉しくて大き

な文字で「完食」と書きました。

　食事の介助が終わって、指導員に報告しまし

た。「ええ！全部？」「どうやってできたの？」

とびっくりしていました。私は自分の腕を叩き

ながら「腕があるんです。」と自慢気に答えま

した。この一瞬、Ａ様の目と口を閉じている顔、

笑顔でお煎餅を食べている顔、私と会話しなが

ら食事をしている顔をいっぺんに頭に浮かべ、

達成感を感じながら介護という仕事の感動を味

わいました。

　言葉って沢山あって、いろんな人がいろんな

言葉を使っています。介護現場では言葉って単

なるコミニュケーションの道具ではなく、私達

と利用者様の心に繋がる架け橋でもあります。

心からの言葉は人を変化させる魔法のようです

が、本当の魔法は言葉でした。
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受賞の喜び

指導員のことば
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劉さん優秀賞おめでとうございます。
世界的な未曽有の災禍の中、異国地での実習は我々では想像が及びもつかない不安を抱き取り組

まれていることと思います。そんな中でも素敵な笑顔と礼儀正しい挨拶を欠かすことなく、真摯に
指導を受け入れ日々目標に邁進する姿に頭が下がる思いです。

今回の受賞は劉さん自身の日頃の努力の賜物です。
今後も技術だけでなくチームの一員としての教育と、仕事に限らず生活全般のバックアップを心

掛け支援していきます。
劉さんに限らず、困難な状況下で励む実習生皆様の更なる飛躍と活躍を願っております。

このたびは、優秀賞をいただき、ありがとうございました。驚きと喜びと感謝の
気持ちでいっぱいです。受賞の知らせを聞いた時、いつも一生懸命に教えて下さっ
たPNJ事業協同組合の先生達のお蔭だと思いました。

日本に来てもうすぐ１年になります。介護の実習を通してたくさんのことを習得
してきました。先輩たちはいつも助けてもらって心から感謝しております。これか
らもより一層精進して、技能実習はまだ２年残っていますので、この受賞を励みに
恥じないよう頑張ってまいります。
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